


 

 ゆったりキナバル山登頂とマシラウルート(4,095m)  
山小屋２泊のゆとりの行程、下山はマシラウルートを利用 

ボルネオ島のジャングルに聳え立つ4,000m峰に登る 
登山内容にこだわり抜いたプラン 

2名様から催行 
10名様以上で添乗員同行 
添乗員が同行しない場合で
も、現地では日本語ガイド
がご案内しますので、安心
してご参加いただけます。

 

 
標高4,000m、キナバルサウスを眼下に望む

もうひとつの登山ルート マシラウルート

1998年に開通した、標高2,621mのラヤン・ラヤ
ン小屋とマシラウ・ネイチャー・リゾートを結ぶ
ルート。一般ルートに比べると非常に植生が豊か
で、ボルネオを代表する熱帯植物「ウツボカズ
ラ」やランをここでは数多く見ることができま
す。 

熱帯雲霧林に尾根からの展望と、変化に富んだ
山行を楽しむことができるのもこのルートの大き
な魅力です。登山者の少ないルートをゆっくり歩
き、マシラウ・ネイチャー・リゾートへ。 

下山後は、また違った角度からキナバル山を展
望できる、静かなリゾートの滞在をお楽しみ下さ
い。 

食虫植物ウツボカズラ

● キナバル山の登山は、ルートや宿泊施設がしっかり整備されていますので、4,000m峰ながら短期間
での登頂が可能です。熱帯雲霧林の生い茂るジャングル、高所の灌木帯、氷河の浸食によって創ら
れた奇峰群。変化に富んだ登山をお楽しみいただけます。

● 山小屋２泊のゆったりプランですので、時間を気にせず展望を楽しみながら山頂を目指すことがで
きます。さらに復路は植生豊かなマシラウルートで下山。1日の歩行時間は5～6時間に抑え、あく
まで登山内容にこだわりました。

山小屋のひとつラバンラタ ドンキーズ・イヤーを見ながら登る
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マシラウルートの尾根上から山頂の奇岩群を展望

▲クリックすると拡大します

◆キナバル国立公園

▲クリックすると拡大します

登頂証明書を発行

下山後、キナバル国立公園事務所より、登頂者全 員の方に登頂証
明書とマシラウルート完歩証が発 行されます。山旅の記念として、
名前入りの登頂 証明書をお持ち帰り下さい。 

>>出発日と料金

都市名 摘要

1

東京・大阪 
コタキナバル

空路、東京・大阪より直行便又はクアラルンプール乗り換えで、それぞれ
コタキナバルへ。着後、ホテルへ。 
※添乗員同行の場合は、東京・大阪のどちらか一方より同行し（往復）、
コタキナバル又はクアラルンプールにて合流。 

コタキナバル泊 

2

コタキナバル 
パークヘッドクォー
ター 
3,300mの山小屋

専用車にてパークヘッドクォーター（キナバル国立公園事務所）へ。着
後、ガイドやポーターと合流し、バスで登山口（約1,800m）へ。 
3,300mの山小屋へ（約６時間）登山開始。 
ジャングルの道をゆっくり登り、標高3,300mにある山小屋へ。 

3,300m付近の山小屋泊 

3

3,300mの山小屋 
（ローズ・ピーク）

キナバル山登頂（約５時間） 
山小屋を出発。氷河が削り出した岩盤と奇峰の絶景の中を登り、山頂のロ
ーズ・ピーク（4,095m）に登頂。その後、山小屋へ戻ります。 

3,300m付近の山小屋泊 

4

3,300mの山小屋 
マシラウ

マシラウルートを下山（約５時間） 
往路とは違うもう一つの登山道「マシラウルート」を下山。ウツボカヅラ
の観察やキナバル山の展望を楽しみながら下ります。この日の宿泊はマシ
ラウ・ネイチャー・リゾートです。周辺のジャングルウォーク等をお楽し
み下さい。  
※前日に登頂できなかった場合は、この日に再挑戦することができます。 

マシラウ・ネイチャー・リゾート泊 

5

マシラウ 
コタキナバル

専用車にてコタキナバルへ戻ります。昼食は海鮮料理をご賞味下さい。自
由行動の後、直行便又はクアラルンプール乗り換えで、東京・大阪それぞ
れ帰国の途につきます。 

機中泊 

6 東京・大阪 着後、解散。

※ 運輸機関のスケジュールの変更、遅延、運行の中止や道路状況などにより、宿泊地や訪問地の順序
が変わったり、日程内容に変更が起こることがあります。

※ 食事回数：朝４／昼４／夜３：機内食は除く
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※ 利用予定航空会社：マレーシア航空

※ 詳細日程については必ずパンフレットをご請求になり、記載の日程表をご覧下さい。パンフレット
のご請求はこちら。

2009年～2010年 出発日～帰国日 日数 東京発着 大阪発着

Ａ 10月05日（月）～ 10月10日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｂ 11月02日（月）～ 11月07日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｃ 12月14日（月）～ 12月19日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｄ 12月28日（月）～ 01月02日（土） 6日間 248,000円 248,000円

Ｅ 01月25日（月）～ 01月30日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｆ 02月15日（月）～ 02月20日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｇ 03月22日（月）～ 03月27日（土） 6日間 168,000円 168,000円

Ｈ 04月05日（月）～ 04月10日（土） 6日間 168,000円 168,000円

※ 海外での空港税は全て旅費に含まれます。

※ 別途、航空機の燃油サーチャージ（付加運賃）が必要となります。目安料金は 5,600円～6,200円で
す（6月4日現在）。原油価格の変動により変更することがあります。

  >>燃油サーチャージのご案内はこちら

■ 日本の国内線割引は： お問い合せ下さい。

■ 最少催行人員： 2名 （10名以上で添乗員同行）

■ お一人部屋使用料： 15,000円（山小屋泊除く）

■ 特別価格のため、再利用割引等はありません。

■ 査証（ビザ）は： 不要です。旅券の残存有効期間は、入国時に６ヶ月以上必要です。

■ 気候・服装は： 平地では夏服で過ごせます。登山中は半袖又は長袖シャツが基本となります
が、山小 屋の朝晩は５℃前後と冷え込みますので防寒具が必要です。年間を通
じて雨の多い地域ですので、雨 具は必ずお持ち下さい。靴は防水の利いたトレ
ッキングシューズが最適です。

■ 利用予定ホテルは： パンフレット巻末のホテルリストをご覧ください。 
パンフレットのご請求はこちら。

     

 

■ 登山や高山病について：登山技術は必要なく、歩くことが好きな方でしたらどなたでもご参加いた
だけます。ただし、山小屋や山頂付近では、頭痛等の軽度の高山病の症状
が出ることがありますので、心臓疾患や高血圧、その他の既往症のある方
のご参加はおすすめできません。高山病対策として、添乗員はパルスオキ
シメーター（血中酸素飽和度測定装置）を持参し、皆様の健康管理をいた
します。また、ご参加の方には海外旅行保険のご加入をお願いしておりま
す。 
>>高山病についてのご注意と取り組み

■ 荷物について： 登山中はポーターが同行し、お一人につき５kg分の荷物をお持ちします。
それ以上の重量は超過料金がかかります。

■ 宿泊施設について： 山小屋ではお一人に一つずつのベッドをご利用いただく、ドミトリー形式
の大部屋泊となります。マシラウではロッジ泊となります。バスタブはな
くシャワーのみで、お湯の出が悪いことがあります。ロッジの部屋数には
限りがありますので、御一人部屋をお取りできないことがあります。その
場合は変更補償金の対象外とさせていただきますが、生じた差額は返金い
たします。

>>ページトップへ  >>戻る
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